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桜
の
花
の
咲
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
も
５
月
か
ら
「
五
類
」
へ

の
移
行
が
正
式
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
お
花
見
等
外
出
も
気
軽
に
で
き

そ
う
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
が
益
々
元

気
で
楽
し
く
働
け
る
よ
う
に
、
日
々
健

康
管
理
を
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

シ
ル
バ
ー
の
行
事
も
コ
ロ
ナ
前
と
同

じ
よ
う
に
再
開
で
き
ま
す
事
を
願
い
た

い
で
す
！

編
集
委
員　
　

長
村

隆
至

水
野
有
為
子

篠
宮

康
夫

小
林
ま
ち
子

中
嶋

勝
義

塩
尻
市
本
洗
馬
妙
義
山
の
麓
に
、

県
の
史
跡
「
釜
井
庵
」
が
あ
り
ま
す
。

釜
井
庵
は
江
戸
時
代
中
期
の
紀
行
家

で
文
筆
家
の
菅
江
真
澄
が
１
７
８
３

年
か
ら
一
年
余
り
、
こ
こ
を
拠
点
と

し
て
色
々
な
所
へ
取
材
に
行
き
過
ご

し
ま
し
た
。
か
つ
て
の
釜
井
庵
は
寺

子
屋
だ
っ
た
時
も
あ
り
、
文
学
に
縁

の
あ
る
場
所
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
山

間
の
集
落
に
も
手
習
い
が
で
き
る
環

境
だ
っ
た
こ
と
は
子
供
た
ち
に
も
恵

ま
れ
た
環
境
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

隣
に
は
「
本
洗
馬
歴
史
の
里
資
料

館
」
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
中
期

の
菅
江
真
澄
の
紀
行
文
を
は
じ
め
、

多
く
の
歌
人
・
文
人
等
の
文
学
資
料

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
館
の

敷
地
内
に
１
０
０
株
を
超
え
る
ク
マ

ガ
イ
ソ
ウ
の
群
生
が
み
ら
れ
ま
す
。

花
の
見
ご
ろ
は
４
月
中
旬
か
ら
5
月

中
旬
頃
で
す
。
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
は
絶

滅
危
惧
Ⅱ
類
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
原

因
と
し
て
は
森
林
伐
採
に
よ
り
生
育

地
の
減
少
や
、
元
々
繁
殖
力
が
弱
く
、

土
壌
に
特
殊
な
細
菌
が
み
ら
れ
な
い

と
上
手
に
生
育
し
な
い
そ
う
で
す
。

━━━━　釜 井 庵 の ク マ ガ イ ソ ウ 　━━━━

周
辺
探
訪
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令
和
4
年
度
地
区
別
懇
談
会
が
12
月
9

日
か
ら
1
月
28
日
に
か
け
11
会
場
（
北
小

野
地
区
は
中
止
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
理

事
長
挨
拶
に
続
き
、
事
業
実
績
、
事
故
の

発
生
状
況
や
安
全
就
業
へ
の
取
り
組
み
の

他
に
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
の
影
響
と

対
策
」
「
派
遣
事
業
に
係
る
会
計
事
務
の

一
部
連
合
会
へ
移
行
に
つ
い
て
」
等
、
事

務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
出
席
し

た
会
員
か
ら
は
貴
重
な
意
見
や
要
望
等
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
出
席
率
は
45.
1
％
で
し
た
。

屋
外
作
業
の
少
な
い
時
期
に
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
都
合
を
合
わ
せ
て
仲
間
と
の

懇
談
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

2
月
2
日
に
当
セ
ン
タ
ー
の
2
階
会
議

室
に
お
い
て
安
全
運
転
講
習
会
を
開
催
し
、

18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

塩
尻
警
察
署
交
通
課
内
田
係
長
と
塩
尻

市
交
通
安
全
協
会
池
上
事
務
局
長
に
よ
る

講
話
、
運
転
適
性
検
査
の
実
施
、
最
後
に

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
等
を
使
い
体
感
し
な
が
ら

交
通
安
全
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県
内
の
事
故
が
一
番
多
く
発
生
す
る
の

は
駐
車
場
で
、
周
囲
の
安
全
に
特
に
注
意

し
て
欲
し
い
、
ま
た
夜
間
は
暗
闇
に
危
険

が
潜
ん
で
い
る
の
で
遠
く
ま
で
照
ら
す
ハ

イ
ビ
ー
ム
を
基
本
と
し
て
運
転
を
し
て
欲

し
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
内
容
と
運
転
適
性
検
査
の
結
果

を
参
考
に
し
て
、
よ
り
一
層
交
通
安
全
に

心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・包丁400円　・出刃包丁500円　・草刈鎌350円　・刈込み鋏（柄つき）650円　・剪定鋏450円
・その他の刃物　別途ご相談（刃こぼれ直し 小100円、大200円　錆び取り100円）

定例開催 シルバー事務所
開催日：４月から12月までの
　　　　原則、第２と第４月曜日

受付窓口：塩尻地域シルバー人材センター事務所
　　　　　（大門神社斜め前）
受付時間：午前８時30分～11時

令和５年
 4月 10日㈪・24日㈪
 5月 8日㈪・22日㈪
 6月 12日㈪・26日㈪
 7月 10日㈪・24日㈪
 8月  7日㈪・28日㈪
 9月 11日㈪・25日㈪
 10月 10日㈫・23日㈪
 11月 13日㈪　　　　 
 12月 4日㈪　　　　 

地区開催 各地区

開催日・場所

受付時間：午前８時30分～11時
最終の受渡し：正午を超える場合は、
　　　　　　　シルバー事務所で
　　　　　　　保管します。

お問い合わせは： 電話　54-4567

令和５年

 4月 18日㈫ えんてらす

 5月 30日㈫ 朝日村中央公民館

 7月 3日㈪ えんてらす

 8月 17日㈭ 吉田支所

 10月 15日㈰ 塩尻東支所
   （地区文化祭）

第1月曜

洗馬地区

朝日地区

地
区
別
懇
談
会

安
全
運
転
講
習
会
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樋
口

文
雄
さ
ん

（
塩
尻
東
２
班
）

①
会
社
を
退
職
後
、
健
康
増
進
と
仲
間

づ
く
り
の
為
入
会
し
ま
し
た
。

②
将
棋
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
信
州
ス
カ
イ

パ
ー
ク
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
毎
日
1
時
間
ほ
ど
妻
と
歩
い
て

い
ま
す
。

③
宿
直
の
仕
事
（
電
話
番
や
清
掃
、

戸
締
り
、
施
設
利
用
者
様
・
ご
家

族
様
と
の
接
客
）

④
室
内
の
鍵
の
確
認
、
火
の
用
心
と

ご
利
用
者
様
の
家
族
に
失
礼
の
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

⑤
体
力
づ
く
り
で
運
動
を
欠
か
せ
な
い

が
無
理
せ
ず
に
行
っ
て
い
る
。
お
酒

が
好
き
だ
が
飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
楽

し
ん
で
い
る
。

⑥
夫
婦
仲
良
く
健
康
に
留
意
し
て
頑
張

り
た
い
。

小
林

富
吉
さ
ん

（
大
門
２
班
）

①
シ
ル
バ
ー
の
内
容
等
知
人
の
話
を

聞
い
て
入
会
し
ま
し
た
。

②
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
フ
ァ
ン
で
す
。

三
十
年
以
上
前
か
ら
日
本
で
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
様
に
な
り

今
迄
に
十
五
回
位
は
行
き
ま
し
た
。

ま
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
を
含
め
カ
ー

ス
テ
レ
オ
で
Ｃ
Ｄ
を
聞
く
事
が
楽

し
み
で
す
。

③
ウ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ド
で
駐
車
場
管
理
を

行
い
、
一
日
、
一
週
間
、
一
ケ
月
間
、

そ
れ
ぞ
れ
の
売
上
集
計
を
行
っ
て

い
ま
す
。

④
車
に
注
意
を
払
い
事
故
の
な
い
様

に
努
め
て
い
ま
す
。

⑤
薬
は
痛
み
止
め
を
稀
に
飲
む
程
度

で
他
の
薬
の
世
話
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

⑥
健
康
寿
命
を
長
く
続
け
る
べ
く
食

事
、
運
動
、
趣
味
を
楽
し
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
澤

優
さ
ん

（
広
丘
１
班
）

①
長
年
の
自
営
業
に
ピ
リ
オ
ド
を
打

ち
、
の
ん
び
り
し
て
い
た
が
、
ま

た
働
く
意
欲
が
出
て
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
出
向
き
仕
事
を

紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。

②
毎
晩
の
晩
酌
の
ツ
マ
ミ
を
手
作
り

す
る
こ
と
。
ま
た
ラ
ジ
オ
の
語
学

講
座
（
中
国
語
）
で
勉
強
す
る
こ

と
。

③
ツ
ル
ヤ
と
コ
ー
プ
長
野
の
二
ケ

所
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
軽
作
業
）

④
急
が
ず
、
慌
て
ず
、
足
元
に
気
を

つ
け
、
仕
事
は
丁
寧
に
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

⑤
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
日
本
酒
、

十
分
な
睡
眠
、
で
き
る
だ
け
車
に

乗
ら
ず
自
転
車
か
足
で
動
く
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
す
。

⑥
こ
の
ま
ま
元
気
で
仕
事
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
見

嗣
行
さ
ん

（
大
門
３
班
）

①
定
年
後
の
仕
事
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

探
し
て
い
た
が
希
望
の
職
種
が
見
つ

か
ら
な
い
の
で
入
会
し
ま
し
た
。

②
囲
碁
、
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
。

③
プ
リ
ン
ト
基
板
製
造
業
務
補
助
（
絶

縁
抵
抗
測
定
作
業
、
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

強
度
測
定
な
ど
。
）

④
作
業
手
順
書
を
守
る
こ
と
。

⑤
健
康
だ
と
思
う
こ
と
。
ジ
ム
に
行
っ

て
の
筋
ト
レ
。

⑥
老
害
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
る
。

会員さんへ
インタビュー

①シルバーに入会した理由は？
②趣味を教えてください。
③現在シルバーでのお仕事は？
④仕事中、安全に気を付けている事は？
⑤健康の秘訣は何ですか？
⑥今後の抱負を教えてください。
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桜
の
花
の
咲
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
も
５
月
か
ら
「
五
類
」
へ

の
移
行
が
正
式
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
お
花
見
等
外
出
も
気
軽
に
で
き

そ
う
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
が
益
々
元

気
で
楽
し
く
働
け
る
よ
う
に
、
日
々
健

康
管
理
を
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

シ
ル
バ
ー
の
行
事
も
コ
ロ
ナ
前
と
同

じ
よ
う
に
再
開
で
き
ま
す
事
を
願
い
た

い
で
す
！

編
集
委
員　
　

長
村

隆
至

水
野
有
為
子

篠
宮

康
夫

小
林
ま
ち
子

中
嶋

勝
義

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長

竹
村

伸
一

4
月
か
ら
事
務
局
長
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に

な
り
任
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
発
展
の
た
め
、
会
員
の
皆
様

と
共
に
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
何
か
と
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

配
分
金
・
派
遣
給
与
の
振
込
日
は
次
の

通
り
で
す
。

　
　

４
月
17
日
㈪　
　

７
月
18
日
㈫

　
　

５
月
15
日
㈪　
　

８
月
15
日
㈫

　
　

６
月
15
日
㈭　
　

９
月
15
日
㈮

◎
６
月
振
込
の
配
分
金
よ
り
令
和
5
年
度

の
年
会
費
を
天
引
き
し
ま
す
。

会
費
に
満
た
な
い
配
分
金
額
の
方
や
未

就
業
の
方
、
派
遣
給
与
の
み
の
方
は
銀
行

振
込
用
紙
の
つ
い
た
「
会
費
納
付
依
頼

書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
銀
行
振
り
込
み
か
事
務
所
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

＊
口
座
振
替
や
自
動
引
き
落
と
し
で
は
な

い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

心
か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す

お
悔
み

上

原

良

春
（
大
門
１
班
）

柳

沢

敏

子
（
大
門
２
班
）

伊

藤

信

博
（
塩
尻
東
１
班
）

酒

井　
　
　

薫
（
塩
尻
東
２
班
）

小
岩
井　
　
　

泰
（
塩
尻
東
２
班
）

百

瀬

富
美
子
（
広
丘
１
班
）

上

條

ま
り
子
（
広
丘
１
班
）

長

尾　
　
　

武
（
広
丘
4
班
）

清

沢　
　
　

恵
（
高
出
１
班
）

小

澤

佳

樹
（
高
出
２
班
）

北

原

愛

子
（
吉
田
１
班
）

仲

村　
　
　

修
（
吉
田
１
班
）

加

藤

永

司
（
洗
馬
班
）

百

瀬

憲

子
（
洗
馬
班
）

柳

澤

正

年
（
北
小
野
班
）

巣

山

マ
リ
子
（
楢
川
班
）

清

澤

美
惠
子
（
朝
日
班
）

廣

川

コ

ウ
（
朝
日
班
）

小

林

ユ
ミ
子
（
大
門
１
班
）

中

野

利

弘
（
大
門
２
班
）

佐

野　
　
　

清
（
大
門
３
班
）

佐

野

洋

子
（
大
門
３
班
）

中

村

光

夫
（
塩
尻
東
１
班
）

西

原

公

二
（
塩
尻
東
２
班
）

浦

沢

純

子
（
広
丘
２
班
）

橋

本

和

行
（
広
丘
２
班
）

熊

谷

通

正
（
広
丘
２
班
）

原　
　
　

健

之
（
広
丘
２
班
）

野

村

恵
美
子
（
広
丘
３
班
）

沓

掛　
　
　

徹
（
高
出
２
班
）

三

沢

忠

昭
（
高
出
２
班
）

大

平

健

司
（
吉
田
２
班
）

南

原

こ
と
み
（
洗
馬
班
）

北

川　
　
　

宏
（
洗
馬
班
）

宮

嶋

明

男
（
宗
賀
２
班
）

百

瀬

輝

幸
（
楢
川
班
）

黒

澤

秀

雄
（
楢
川
班
）

12
月
19
日
、
大
門
保
育
園
の
年
長
児
と

門
松
班
の
会
員
で
、
門
松
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。
門
松
を
立
て
る
意
味
や
由
来
を

お
話
し
、
園
児
の
み
な
さ
ん
も
実
際
に
砂

を
入
れ
た
り
、
杉

の
葉
を
差
し
込
ん

だ
り
、
一
緒
に
門

松
を
作
る
体
験

を
し
ま
し
た
。
作

製
し
た
２
基
の
門

松
は
保
育
園
で

飾
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

12
月
19
日
に
塩
尻
市
役
所
と
朝
日
村
役

場
へ
門
松
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
市
内
か
ら

調
達
し
た
材

料
で
会
員
が

心
を
込
め
て

製
作
し
た
門

松
で
す
。
多

く
の
お
客
様

に
ご
注
文
を

頂
き
ま
し
た
。

上
原

正

勝

様
（
塩
尻
東
１
班
）

山
本　
　

清

様
（
塩
尻
東
２
班
）

大
月

宇
多
子
様
（
高
出
１
班
）

編
集
後
記

お
知
ら
せ

人
事
異
動

大
門
保
育
園
児
と

門
松
作
り
交
流

門
松
寄
贈

就
任
挨
拶

退
会
さ
れ
た
方

お
疲
れ
様
で
し
た

新
し
い
仲
間
で
す

令
和
4
年
12
月
17
日
～

令
和
5
年
3
月
17
日
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
皆
さ
ん

配
分
金
・
派
遣
給
与
の
振
込
日
に
つ
い
て

退

職
　
　
３
月
31
日
付

事
務
局
長

百
瀬

惠
一

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

採

用
４
月
１
日
付

事
務
局
長

竹
村

伸
一

第
13
回
定
時
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日

時

5
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

場

所

塩
尻
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

講
堂

〇
是
非
、
ご
出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。




